



































































































































































































































































































































































赤イ花ト青イ海 日本教育紙芝居協会 1940 年 10月 5日
アシノクキ（蘆の茎） 日本教育紙芝居協会 1940 年 10月 5日
カラダヲツヨク 日本教育紙芝居協会 1940 年 10月 5日
トホメガネ 日本教育紙芝居協会 1940 年 10月 5日
蛸八漫遊記　童謡物語 教育紙芝居出版協会（札幌） 1941 年 8月 10日
新規発掘 サルカニ合戦 教育紙芝居出版協会（札幌） 1941 年 8月 10日
ヒヨコノトモダチ　ダレトダレ 日本教育画劇株式会社 〔1941 年 9月 30日〕
新規発掘 花咲爺　童謡物語 日本教育活動画劇出版協会 1941 年 11月 5日
新規発掘 桃太郎 日本教育活動画劇出版協会 1942 年 4月 5日
新規発掘 大東亜を支ふる者 日本教育活動画劇出版協会 1942 年 4月 5日
モリノエウチヱン　オベンタウ
幼稚園紙芝居第 24輯　決戦体制版 全甲社紙芝居刊行会 〔1943 年 10月〕
ヨクバリイヌ　幼稚園紙芝居第 26輯 全甲社紙芝居刊行会 〔1943 年 10月 30日〕
ベニスズメトウグヒス　幼稚園紙芝居第 27輯 全甲社紙芝居刊行会 〔1943 年 10月 30日〕
花咲爺 東亜国策画劇株式会社 1944 年 7月 15日
胡桃割人形　クレールの夢 大東亜文化画劇社 1944 年 10月 21日
北海道立文学館所蔵紙芝居目録　2019.8 撮影分
新規発掘 太郎とりす 教育紙芝居出版協会（札幌） 1941 年 2月 25日
新規発掘 ゐばりやの象 教育紙芝居出版協会（札幌） 1941 年 8月 10日
妻の力 大日本画劇株式会社 1944 年 4月 10日
新規発掘 空の軍神　前編 北海道教育紙芝居協会（札幌）1944 年 9月 14日
新規発掘 空の軍神　後編 北海道教育紙芝居協会（札幌）1944 年 9月 14日
雛鷲の母 大日本画劇株式会社 1944 年 11月 20日
新規発掘 舌切雀 教育紙芝居出版協会（札幌） 発行年不明
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センター
　2019年 8月3日、北海道立文学館において、北海
道の紙芝居の歴史を、長年、追究してきた谷暎子さんを
迎えて「戦時下日本の大衆メディア」研究会が開かれた。
その研究会で「北海道の『教育紙芝居』」と題し、綴方
教育に熱心に取り組んだ教師（以下、綴方教師と称す
る）と紙芝居の関係、および道内における紙芝居関連団
体の動向について報告した。その内容を、報告の際には
説明不足だった部分も補いながら紹介し、道内における
教育紙芝居の歴史をさらに追究するにあたっての今後の
課題を整理してみたい。なお、北海道の紙芝居研究は、
谷さんの大きな功績の他は未調査・未検討のものが多く、
本報告内容も端緒に留まっている。そのため、今後の課
題を意識的に多く記述したことをお断りしておきたい。
1．教育紙芝居と綴方教師、新教育運動
　1938年に創立された日本教育紙芝居協会が発行した
同年10月号の機関誌『教育紙芝居』には、「北海道の
教育紙芝居運動は、主として北海道教育綴方聯盟の同人
によって支持されてゐる」1と、当時の北海道における
教育紙芝居の状況について記されている。「北海道教育
綴方聯盟」とは、北海道綴方教育聯盟のことで、坂本亮
（本名は亀吉であるが「亮人」「磯穂」の異名も使用して
いる）が中心となり、小笠原文次郎、小鮒寛、土橋明次
ら綴方教師と共に1935年に設立した教育組織である。
日本教育紙芝居協会を設立した松永健哉は、同年、戸塚
廉らと北海道・東北を巡回し各地の綴方教師と交流を深
めており2、おそらくその際に坂本らとも交流したと推
察される。1937年に松永が設立した日本教育紙芝居聯
盟の機関誌『教育と紙芝居』には、坂本や土橋の紙芝居
の作品が紹介されており3、すでに二人は同聯盟の会員
になっていたと思われる。道内の坂本ら綴方教師は、何
故、紙芝居に傾倒していったのだろうか。
　ちなみに、日本教育紙芝居協会は、1942年に北見で
紙芝居の講習会を開催している4。1944年には、道内
の国民学校や師範学校、女学校の児童生徒が作成した紙
芝居によって「前線将兵慰問」を実施する打合せを関係
者と行い5、釧路、帯広、室蘭、函館において講演して
大型紙芝居を実演している6。また樺太の豊原、留多加、
真岡、敷香、大泊などでも講演、実演を行った7。
　北海道綴方教育聯盟の『同人通信』第5号で坂本は、
「綴方内部理論としては上昇出来るだけ上昇し、分化で
きるだけ分化し」たが、綴方理論は、現在「行き詰って
ゐるのは事実である」8と記している。「綴方を健康に正
當に発展させるためには、もう綴方の内部理論だけでは
どうにもなるものではない」とも述べている。坂本は綴
方教育を、国語教育としての綴方すなわち文学的理論と
通底する国語を教える立場から綴方を指導するのではな
く、生活教育（生活指導と言い換えてもよい）の一方法
として綴方を指導する立場にあることを同通信で記述し
ている。嘗ては子どもたちの生活を何で導くか、その最
も強力な指導方法として綴方を選んだが、いまや、綴方
という方法そのものをさらに追究しても子どもたちの生
査し、『北海タイムス』紙上に発表とある。共和会については不明。
＊10「責任」小島鐵廣原作脚色・加藤春雄画、大日本文化画劇報国社、
1941年（逓信総合博物館所蔵）。現物は未発見であるが札幌教育紙
芝居研究会脚本・澤枝重雄絵の「コロポツクル」（翼賛紙芝居第5輯、
1941年7月）など。なお中村一枝「史実の時代の要請を探る　―　
吉良平次郎の遭難から」釧路アイヌ文化懇話会『久摺』第7号、
1998年11月は「吉良平次郎」の表象を、国定教科書はじめとす
る各種メディアについて網羅的に検討したもので参考になるが、紙
芝居作品については言及がない。
＊11 北海道綴方教育連盟を主な担い手とする北海道の紙芝居運動につい
ては、最低限、①生活綴方作品・文集それ自体の分析、②関係教員
の個人史、③北海道地域教育の特徴とそれを教員がどのように主体
的に問題として把握していたかという認識構造の問題、④教育科学
研究会運動の特徴、⑤1940～1941年の北海道綴方教育連盟事件
とその後の転向をふくむ戦時経験史、といった問題群の解明・整理
が課題となる。とりあえず今回の調査・研究会での報告のため参考
にしたという程度にすぎないが、以下の文献を挙げておく。
 ・平澤是曠『弾圧　―　北海道綴方教育連盟事件』北海道新聞社、
1990年
 ・「開拓地北海道の子どもたちと教師」（清水康幸執筆）民間教育史
料研究会／中内敏夫ほか編『教育科学の誕生　―　教育科学研究会史』
大月書店、1997年
 ・佐藤将寛『三浦綾子最後の小説「銃口」を読む　―　綴方事件とそ
のモデルたち』柏艪舎、2006年
 ・佐竹直子『獄中メモは問う　―　作文教育が罪にされた時代』北海
道新聞社、2014年
＊12 例えば「北海道開拓精神」論などのイデオロギーがどのように紙芝
居作品に表現されているか、といった論点。榎本守恵『北海道開拓
精神の形成』雄山閣出版、1976年、最近では田端宏編『街道の日
本史2　蝦夷地から北海道へ』吉川弘文館、2004年、12～27頁。
北海道の教育紙芝居
坂本　紀子　　
（北海道教育大学函館校）　　
